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特集
Special Section

地域と大学が協働する「学都構想」の実現を重要ミッションとして
2011年に設立した岡山大学地域総合研究センター（A

ア ゴ ラ
GORA）では、

地域住民や自治体、企業、NPOなどと連携したさまざまなプロジェク
トを展開している。その１つ、「学都チャレンジ企画」では学生が主
体的にまちづくりに参加し、地域と大学をつなぐ「学生企画」を募集。
AGORAのサポートのもと、岡山を魅力的にするためのアイデアを実
践する学生企画の取り組みを紹介する。

2014年
度に実施

した

その他の学
生企画

岡山大学まちづくり研究会

おかやま百年構想国際医療勉強会Ｉ
イ ロ ハ

ＬＯＨＡ

スクールボランティアビューロー学生スタッフ

土曜日はやしま塾で学習支援の

ボランティアを行う大学生

地
域
と
協
力
し
た
魅
力
的
な

大
学
＆
都
市
づ
く
り

岡山大学地域総合研究センターの
取り組みをクローズアップ

学生企画は
単位認定さ

れるもので
はな

いのですが
、学生はと

ても意欲的
。それぞれ

の

フィールド
で受け入れ

られる努力
を重ね、地

域から

の期待も膨
らんでおり

、そういう
学生が岡山

大学にい

ることは誇
りでもあり

ます。まち
づくりや地

域活動は

生半可な気
持ちでは務

まらず、一
瞬で信頼を

失うこ

とも。そう
いった緊張

感も学生に
体感してほ

しいとこ

ろです。大
学とともに

地域や経済
界、NPOな

どの

活動も盛り
上がり、ウ

インウイン
の関係で岡

山

全体の活性
化につなが

ればと思い
ます。

学生取材班
 〜岡山大学を SNS で盛り上げよう！〜 
学 生 目 線 で 岡 山 大 学 の 魅 力 を 紹 介！ 取 材 記 事 を 公 式
Facebook に投稿し、在校生のみならず卒業生や地域の方々
に岡山大学の「今」を伝える。 
 �
MACHI FES 

「学生の夢をかなえる」がコンセプト。積極的にまちに出て
地域の人とかかわる学生を増やす。他大学の学生とも協力し、
ゴミ拾いイベントやアートフェス、ホームカミングデー（岡
山大学）の空間コーディネート も行う。
 �  
おかやまバトン  
岡山大学と地域、岡山と被災地をつなぐ支援活動。福島や南
三陸で日本舞踊や野球をする子どもたちの 1 週間程度の合宿
を受け入れ。遠く離れた岡山の地にも「今を生きる仲間」が
いることを感じてもらう。  
 �  
社会科教育学研究室
〜学生と市民が語り合うティーチイン岡山〜 
学生と市民が語り合うイベント「ティーチイン岡山」の開催
を核に、大学と地域が連携し、「よりよいまち岡山」を構想、
地域に発信することを目指す。 
 �  
Li ☆ Luck 〜七夕祭 うぇるかむデー〜 
｢大学と地域との交流｣ ｢学生間のつながりを広げる、深め
る｣ ｢自己啓発｣ を目的として、七夕祭りやイルミネーショ
ン企画を立案、準備、運営を行う。 
 �
文学部社文文 ３回生 頭島に架かる希望の橋
PART Ⅱ　〜日生諸島の変化を追って〜 
2015 年４月に完成予定の「備前♡日生大橋」。この架橋が日生
諸島の住民の生活に与える影響を、橋の架かる頭島だけでな
く、架からない大多府島も含めて考察する。 
�
満月 BAR 実行委員会 
満月の夜、西川緑道公園で、｢おしゃれ｣ にフードやドリンク、
音楽を楽しめる空間を作ることで、岡山男子のおもてなし力
を高め、にぎわいをつくり、西川の素敵なお店を知ってもらい、
若者が自分たちでまちをつくっていくことなどを目指す。 
 �
めめも会 
大学生の考える「よりよく生きる」プロジェクト 
―地域で語り合い、発信する「死生観」―
命の誕生、救命、療養、看取りの現場におもむき、人間の
生と死を見つめ直し、現代社会の課題解決に資する死生観
を考え、創出する場の形成を目的とする。 
 �
学生トーク実行委員会
〜大学生とトークディスカッション in 岡山大学
オープンキャンパス〜 
大学受験を控える高校生に現役の大学生や岡山大学卒
業生と交流する場を創出し、自らの進路選択に役立て
てもらう。“ カッコいい ” 人との交流を通して岡山大
学と岡山に魅力を感じてもらうことを目的とする。 

　

お
か
や
ま
百
年
構

想
は
「
ス
ポ
ー
ツ
で
ま

ち
な
か
を
盛
り
上
げ

る
！
」を
合
言
葉
に
、

商
店
街
を
舞
台
に

活
動
し
て
い
る
ま

ち
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
で
す
。

岡
山
は
サ
ッ
カ
ー
J
２
・
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
や

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
の
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
が
活
躍

す
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
が
と
て
も
盛
ん
で
す
。
私
た

ち
は
そ
の
盛
り
上
が
り
を
ス
タ
ジ
ア
ム
か
ら
ま
ち

な
か
へ
と
波
及
さ
せ
る
べ
く
、
第
一
弾
と
し
て
奉
還
町
商

店
街
か
ら
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
奉
還
町
フ
ァ

ジ
ス
ト
リ
ー
ト
計
画
」
を
実
施
。
大
き
な
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
に
試
合

結
果
や
順
位
を
表
示
し
た
り
、
応
援
絵
馬
イ
ベ
ン
ト
や
イ
ラ
ス
ト

展
を
開
催
し
た
り
と
、思
い
つ
く
ま
ま
に
企
画・実
行
し
て
い
ま
す
。 

　
メ
ン
バ
ー
は
ス
ポ
ー
ツ
好
き
だ
け
で
は
な
く
、
サ
ー
ク
ル
に
入
っ

て
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
観
始
め
た
女
子
学
生
も
い
ま
す
。
ス
タ
ジ
ア

ム
に
行
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
発
見
し
た
り
、
自
分
で
デ
ザ

イ
ン
し
た
も
の
を
商
店
街
に
掲
示
し
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。
活
動
３
年
目
の
今
年
か
ら
は
岡
山
シ
ー
ガ
ル

ズ
と
も
コ
ラ
ボ
す
る
予
定
。Facebook

で
情
報

発
信
す
る
な
ど
よ
り
多
く
の
方
に
活
動
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
岡
山
を
ス
ポ
ー
ツ
で
も
っ
と
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
経
済
学
部
経
済
学
科
／
長
宗　
武
司
）

　
国
際
医
療
勉
強
会ILOHA

は
２
０
１
２
年
２
月
に

医
・
歯
・
薬
学
部
の
学

生
が
中
心
に
な
っ
て
結
成
。

「
日
本
や
海
外
の
社
会
問

題
を
学
び
た
い
」「
問
題
解
決
に
貢
献
し
た
い
」

と
い
う
仲
間
が
集
ま
り
、
今
で
は
医
・
歯
・
薬
学

部
以
外
の
学
部
、
他
大
学
・
専
門
学
校
の
学
生
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
週
１
回

の
勉
強
会
や
、
勉
強
会
で
の
学
び
を
深
め
る
た
め
に
国
内

外
で
研
修
を
行
い
、
研
修
を
通
し
て
発
見
し
た
課
題
を
地
域
の

方
々
に
伝
え
る
た
め
に
報
告
会
や
講
演
会
も
企
画
。
県
内
の
高

校
を
訪
れ
、
学
ん
だ
こ
と
を
出
張
講
義
の
形
で
若
い
世
代
に
伝
え

て
い
く
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
は
岡
山
で
こ
う
し
た
①
学
ぶ
②
現
場
で
感
じ
る

③
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
︱
と
い
う「
学

び
サ
イ
ク
ル
」
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

学
び
を
岡
山
に
還
元
す
る
こ
と
を
理
想

に
掲
げ
、
そ
の
過
程
で
友
人
や
地
域
の

方
々
を
巻
き
込
み
な
が
ら
活
動
に
励
ん

で
い
ま
す
。
普
段
の
講
義
で
は
学
べ
な
い

こ
と
が
学
べ
、
自
分
の
想
い
を
素
直
に
吐

き
だ
せ
、
そ
し
て
形
に
で
き
る
団
体
で
す
。

（
法
学
部
法
学
科
／

岡
田　
真
理
子
・
花
岡　
里
仲
）

　

岡
山
大
学
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
は
少
子
高
齢
化
や
過

疎
化
が
進
む
中
山
間
地
域
に
実
際
に
行
き
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
「
ま
ち
お
こ
し
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
で
設
立
２
年
目
。
普
段
は

週
１
回
、
学
内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
き
、
瀬
戸
内
市
裳も

掛か
け

地
区
と
総
社
市
山
手
地
区
の
２
カ
所
を
重
点
地
域

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
裳
掛
地
区
で
は
２
０
１
４

年
度
は
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
子
ど
も
向
け
に
射
的
や
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
を
企
画
・
実
行
し
た
り
、
空
き
地
を
開
墾
し
て
農

産
物
を
生
産
・
販
売
し
た
り
、
地
域
の
方
々
の
意
見
や
現
地

調
査
を
も
と
に
地
図
作
り
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。 

　

メ
ン
バ
ー
は
学
年
の
壁
も
な
く
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
自

分
の
好
き
な
こ
と
、
興
味
の
あ
る
こ
と
を
実
践
で
き
、
特
に
地
域

の
方
々
と
行
動
を
と
も
に
す
る
と
き
は
新
た
な
気
づ
き
が
あ
り
、

多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
の
の
ん
び
り
と
し
た
雰
囲

気
や
季
節
の
食
材
な
ど
が

堪
能
で
き
る
の
も
う
れ
し

い
と
こ
ろ
。
普
段
の
大

学
生
活
で
は
味
わ
え

な
い
経
験
が
で
き

る
の
が
一
番
の
魅
力

で
す
。（

環
境
理
工
学
部

環
境
管
理
工
学
科

／
藤
本　
一
志
）

　
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
学
生
ス
タ
ッ
フ
は
教
員
志

望
や
学
校
・
園
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
た
い
と
い
う
学

生
に
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力
を
伝
え
、
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
岡
山
大
学
教
師
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
内
に
２
年
前
に

発
足
。
教
員
を
目
指
す
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
科
・
学
部
の
学
生
が
集

ま
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
例
集
の
作
成
を
は
じ
め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
希
望
者
を
対
象
に
、
県
内
の
各
教
育
委
員
会
や
学
校
・
園

か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る
ス
ク
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ア
な
ど
を
企
画
・
実
行
し
て
い
ま
す
。 

　
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
の
は
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
は
少
し
異
な
り
、
学
校
・
園
と
い
う
教
育
現
場
で

し
か
体
験
で
き
な
い
新
た
な
発
見
や
学
び
が
多
く
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
も
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援
す
る

だ
け
で
は
な
く
自
ら
も
積
極
的
に
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
、「
学
生
目
線
で
魅
力
を
発
信
す
る
」

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
学
生
の
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
関
心
を
高
め
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
文
学
部
人
文
学
科
／
大
宇
根　
千
宏
）

AGORA ◀︎岩淵泰助教

山川路代助教▶︎

スクールボランティアフェア
４月29日（水・祝）開催！！

岡山大学創立五十周年記念館
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AGOR
Aの

活動紹
介

4つの領域

環
境
保
全
活
動
に
取

り
組
む
関
係
団
体
と

か
か
わ
り
、
漁
業
体

験
や
環
境
学
習
な

ど
を
通
じ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
や
考
え

方
を
理
解
し
た
。
ま

た
、
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
と
連
携
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
実
践
型
教
育
で

あ
る
岡
山
大
学
版Co-op

プ
ロ

グ
ラ
ム
（
※
）
も
開
発
す
る
。

※�

企
業
等
で
の
長
期
就
業
体
験
の
中
で
、課
題
発
見・

解
決
に
取
り
組
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
。 

地
域
と
医
療

　

超
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
が
求
め
ら
れ
る

中
、
い
ろ
い
ろ
な
専
門
分
野
か
ら
の
草
の

根
的
な
支
援
が
必
要
。
自
治
体
や
介
護
施

設
、
N
P
O
、
病
院
な
ど
と
連
携
し
た
授

業
を
展
開
し
、
地
域
住
民
や
現
場
で
働
く

人
た
ち
の
声
を
聞
く
機
会
を
提
供
す
る
。 

　

２
０
１
０
年
に
始
ま
っ
た
「
多
職
種

連
携
と
地
域
包
括
ケ
ア
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野

か
ら
な
る
岡
山
県
内
の
大
学
・

専
門
学
校
の
学
生
と
教
職
員

が
地
域
で
１
泊
２
日
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
真

庭
市
、
笠
岡
市
な
ど
で
計

６
回
行
っ
た
が
、
学
生
は

土
地
ご
と
に
地
域
医
療
や

介
護
の
ま
ち
づ
く
り
が
異

な
り
、
多
面
的
な
分
析
や
協

地
域
と
教
育
再
生 

　

岡
山
で
は
近
年
、
不
登
校
や
い

じ
め
、
学
力
低
下
な
ど
の
問
題
が
深
刻
化
。

教
員
志
望
だ
け
で
は
な
く
、
教
育
に
関
心

の
あ
る
学
生
も
対
象
に
学
校
や
地
域
で
子

ど
も
の
見
守
り
、
教
育
支
援
活
動
に
取
り

組
む
授
業
を
展
開
し
、
岡
山
の
教
育
再
生

を
目
指
す
。 

　

２
０
１
４
年
度
に
実
施
し
た
「
地
域
社

会
貢
献
型
学
習
支
援
活
動
」
で
は
総
社
市

と
連
携
し
、
学
生
が
家
庭
に
事
情
を
抱
え

る
中
学
生
に
学
習
指
導
を
行
っ
た
。
週
２

回
、
４
カ
月
に
わ
た
っ
て
か
か
わ
る
中
で

両
者
間
に
は
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
中
学

生
は
勉
強
意
欲
が
高
ま
っ
て
成
績
も
向
上
。

学
生
も
実
践
を
通
し
て
社
会
的
困
難
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
。 

地
域
と
技
術
・
環
境 

　

社
会
の
持
続
的
発
展
を
実
現
す

る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
、
環
境
に
配
慮

し
た
新
し
い
技
術
開
発
の
社
会
背
景
や
動

向
を
現
場
で
体
感
し
、
そ
れ
を
自
分
の
問

題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
を
計

画
。
ま
さ
に
「
E
S
D
（
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
教
育
）」
に
も
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
。 

　

２
０
１
４
年
度
に
実
施
し

た
「
倉
敷
市
水
島
か
ら
学
ぶ

地
域
社
会
と
環
境
」
で
は

日
本
有
数
の
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
を
擁
す
る
水
島
地
区
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
学

生
は
地
域
開
発
や
公
害
の

歴
史
な
ど
を
学
ん
だ
。
行

政
や
企
業
、
住
民
、
地
域
で

大学と地域の連携に関する学術研究を
蓄積し、学都の創生に不可欠な情報を
発信。「地域と医療」「地域と教育・スポー
ツ」「まちづくり・地域創生」「地域と
環境」を研究の柱として、岡山大学と
岡山県が持つ独自性を意識した研究に
取り組んでいる。

岡山市とまちづくりに関する連携協定
を結び、2014 年 10 月、２カ所目のま
ちなかキャンパスとして同市北区田町
にオープン。西川緑道公園界隈を中心
にまちなかの魅力アップに携わる地域
住民や行政、NPO とともににぎわい創
出や課題解決などを話し合っている。 

教職員や学生がキャンパスの外に出て、
地域の人と一緒にまち課題を発掘した
り、解決策を議論し、実践力を身につ
ける取り組みを展開。魅力ある岡山の
創造に貢献するとともに、学都岡山を
担う若者の育成を目指す。

留学生がまちづくりを経験し、岡山を好
きになることで、岡山の友好親善大使
を育てる大学と地域の協働の取り組み。
スーパーグローバル大学創成支援事業
との関連も大きい。留学生は名所や伝
統的町並みに触れ、岡山のまちづくり
にも参加している。

2012 年６月、学外初の地域連携拠点と
して岡山市北区石関町にオープン。若
者の政治参加について考えるアゴラ喫
茶や、身近な話題をテーマにした哲学
カフェなど、学生や教職員、地域住民
らが自由に語り合える多彩な公開講座
を開いている。

自治体や経済界などからまちづくりに
関する調査・研究を受託し、学術的な
視点も加えながら地域発展に資する提
言を行う。これまでに西川緑道公園周
辺現況調査、岡山駅前イオン出店影響
調査などを実施。結果をもとにワーク
ショップや講演会も開いている。

地域社会を変革する人財を育てる 
実践型社会連携教育プログラム

働
の
重
要
性
を
学
ん
だ
。

２
０
１
５
年
度
か
ら

は
こ
れ
を
授
業
科
目

と
し
て
開
設
。
ま
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
実
践
型

教
育
の
開
発
に
向
け

て
、
岡
山
大
学
イ
ン

ド
・
コ
ル
カ
タ
拠
点

で
の
旅
行
医
学
の
授
業

計
画
を
進
め
て
い
る
。 

ま
ち
づ
く
り

　

A
G
O
R
A
で
は
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
独

自
に
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
経
験
や
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
活
用
し
て
授
業
を
進
め

る
。
自
治
体
の
都
市
計
画
に
大
学
の
専
門

知
識
を
生
か
し
、
実
行
や
改
善
な
ど
の
原

動
力
と
し
て
学
生
が
参
加
す
る
方
法
を
考

え
、
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
こ
と
の
意

義
を
学
ぶ
。

　

２
０
１
２
年
度
に
岡
山
市
か
ら
受
託

し
た
西
川
緑
道
公
園
周
辺
の
に
ぎ
わ
い

に
関
す
る
調
査
で
、
学
生
は
イ
ベ
ン
ト
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
通
行
量
調
査
な
ど
に
参

加
。
現
場
調
査
で
し
か
見
え
て
こ
な
い
法

則
性
に
気
づ
き
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
な
っ
た
。
２
０
１
５
年
度
か
ら
は

「
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
基
礎

を
学
ぶ
」
を
開
講
す
る
。 

〜ねらいと授業例〜

学都研究

西川アゴラ

まちなかキャンパス
事業

留学生のまちづくり

まちなかキャンパス
城下ステーション

シンクタンク機能

◀ AGORA の取り組みに
　ついて話す三村聡教授

岡山大学ではAGORA主導の新タイプの授業方法として2014年度から「実践型社会連
携教育プログラム」を試行的に実施している。学生が地域社会に出て、さまざまな人と
のかかわりを通して地域課題に気づき、解決策を考え、実践できるカリキュラムを構成。
2015年度からは全学的展開を進め、文部科学省の「スーパーグローバル大学創成支
援」事業に採択された「PRIMEプログラム～世界で活躍できる『実践人』を育成する！～」
の柱の１つとしてグローバル実践型教育も構築しながら、社会の持続的発展に貢献で
きる人財育成に力を入れる。


